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昨
年
十
二
月
二
十
六
日
か

ら
四
日
間
、

東
京

・
池
袋
の

ホ
テ
ル
に
世
界
各
国
の
外
交

官
三
百
三
十
人
が
集
ま
り
、

国
連
関
係
機
関
の
会
議
が
開

か
れ
た
。

▼
　
▽
　
▼

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

核
寧
縮
を
話
し
合
う
総
会

第

一
委
員
会
で
は
冒
頭
、

ニ

ュ
ー
ジ

ー
ラ

ン
ド
大
使
が

「
過
去
の
大
洋
州
で
の
核
実

験
や
、

そ
の
後
の
対
応
か
ら

フ
ラ
ン
ス
は
信
頼
に
値
し
な

い
」
と
演
説
。

安
全
保
障
理

事
会
の
議
題
で
あ
る
エ
チ
オ

ど
ア
・
エ
リ
ト
リ
ア
問
題
は
、

ち
ょ
う
ど
国
境
で
の
紛
争
が

再
燃
す
る
か
ど
う
か
の
瀬
戸

際
に
あ
り
、

激
し
い
議
論
が

繰
り
広
げ
ら
れ
た
ｌ
ｌ
。

実
は
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、

日
本
全
国
の
十
九
校
の
大
学

生
が
中
心
に
な

っ
て
開
い
た

「
模
擦
国
連
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」
の

全
日
本
大
会
で
の
出

来
事
で
あ
る
。

学
生

に
国
連
事
務
局
ス
タ

ッ
フ
や
加
盟
国
代
表

団
の
大
使
役
を
割
り

当
て
、

現
実
さ
な
が

ら
に
国
連
会
議
を
英

語
と
日
本
語
で
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る

と
い
う
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
だ
。

Ｍ
Ｕ
Ｎ
の
歴
史
は

一
九
二
三
年
、

米
国
の
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
で
開
催
さ
れ
た

「模
擬
国
際
運
聾
」
に
さ
か

の
ぼ
る
。

学
生
が
担
当
す
る

国
の
外
交
方
針
や
政
治

・
経

済
情
勢
な
ど
を
事
前
に
研
究

し
、

多
国
間
で
繰
り
広
げ
ら

れ
る
会
議
外
交
を
体
験
。

公

式
・非
公
式
の
交
渉
を
重
ね
、

決
議
や
宣
書
の
採
択
に
至
る

ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で
、

議
題

と
な
る
国
際
問
題
や
関
係
諸

国
の
立
場
、

国
際
政
治
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
な
ど
を
学
ぶ
。

交
渉
や
説
得
、

演
説
な
ど
の

テ
ク
ニ
ッ
ク
を
磨
く
狙
い
も

議
場
で
執
り
行
わ
れ
る
。

日
本
で
は
八
三
年
、

上
智

大
学
の
学
生
だ

っ
た
私
が
当

時
の
緒
方
貞
手
先
生
の
ゼ
ミ

仲
間
た
ち
に
声
を
か
け

「
日

本
国
際
連
合
学
生
連
盟
模
擬

国
連
実
行
委
員
会
」
と
い
う

組
織
を
立
ち
上
げ
た
。

ほ
ん

の
数
人
で
始
ま

っ
た
同
委
員

会
は

「
模
擬
国
運
委
員
会
」

と
名
前
を
変
え
、

全
国
の
学

生
三
百
人
余
り
が
参
加
す
る

大
所
帯
に
成
長
し
て
い
る
。

私
が
初
め
て
Ｍ
Ｕ
Ｎ
の
存

在
を
知

っ
た
の
は
八
二
年
、

に
な
り
き
り
、

ホ
ッ
ト
な
国

際
問
題
を
堂
々
と
討
議
す
る

様
子
に
懸
銘
を
受
け
た
。

帰

国
後
、

緒
方
先
生
の
指
導
も

受
け
な
が
ら
勉
強
会

を
開

き
、

翌
年
の
金
米
大
会
に
代

表
団
を
送
り
出
し
た
の
が
最

初
の
活
動
だ

っ
た
。

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
る

決
議
や
宣
書

・
声
明
作
り
に

ど
れ
ほ
ど
苦
心
す
る
か
、

模

擬
国
連
を

一
度
体
験
す
る
と

身
を
も

っ
て
実
感
で
き
る
。

「
非
難
す
る
」
の

一
語
を
巡

っ
て
駆
け
引
き
が
続
く
。

「
深

刻
な
懸
念
」
が
真
に

「深
刻

な
結
果
」
を
招
く
重
み
を
伝

え
る
と
き
も
あ
れ
ば
、

何
と

か
実
害
を
避
け
よ
う
と
文
言

に
工
夫
を
凝
ら
す
と
き
も
あ

る
。

会
議
中
は
草
案
や
対
抗

案
、

修
正
案
な
ど
が
次
々
と

出
さ
れ
、

配
布
さ
れ
る
。

金

日
本
大
会
で
も
四
日
間
で
九

千
枚
の
紙
が
出
回

っ
た
会
議

が
あ

っ
た
そ
う
だ
っ

公
式
の
集
ま
り
は
あ
く
ま

で
も
最
終
合
意
を
取
り
付
け

る
場
で
あ
り
、

協
議
は
廊
下

や
ホ
テ
ル
の
部
屋
な
ど
で
深

夜
ま
で
非
公
式

に
行
わ
れ

る
。

利
害
が
対
立
す
る
な
か

で
伸
介
役
や
議
長
は
議
論
を

ど
う
解
き
ほ
ぐ
し
、

合
意
点

を
見
い
だ
す
か
が
腕
の
見
せ

所
。

人
柄
や
度
量
の
大
き
さ

を
試
さ
れ
る
場
面
も
あ
る
。

▼
　
▽
　
▼

「
国
連
弁
当
作
り
」

国
際
問
題
の
知
識
や
交
渉

術
な
ど
を
学
べ
る
活
動
に
教

育
関
係
者
の
関
心
も
高
ま

っ

て
い
る
。

金
日
本
大
会
に
は

社
会
人
も
参
加
す
る
し
、

主

婦
の
グ
ル
ー

プ
か
ら

「
や
り

方
を
教
え
て
欲
し
い
」
と
い

う
依
頼
を
受
け
て
学
生
が
指

導
す
る
こ
と
も
あ
る
。

初
心

者
に
Ｍ
Ｕ
Ｎ
を
説
明
す
る
時

に
は

「
国
連
弁
当
作
り
」
と

い
っ
た
架
空
の
議
題
を
持
ち

出
し
た
り
も
す
る
。

国
遵
が

弁
当
を
作
る
こ
と
に
な
り
、

中
身
を
話
し
合
う
。

宗
教
上

の
理
由
で
食
べ
ら
れ
な
い
食

材
は
排
除
。

地
域
の
バ
ラ
ン

ス
を
考
え
て
パ
ン
を
ク
ス
ク

ス
に
変
え
、

コ
コ
ア
を
付
け

て
途
上
国
の
輸
出
を
促
達
す

る
な
ど
、

身
近
な
話
題
を
入

り
口
に
し
て
国
際
問
題
に
触

れ
て
も
ら
う
わ
け
だ
。

今
年
八
月
、

東
京
に
高
校

生
を
二
、

三
百
人
集
め
て
Ｍ

Ｕ
Ｎ
大
会
を
開
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

近
年
は
イ
ラ
ク

戦
争
を
回
避
で
き
な
か

っ
た

国
連
に
対
し
て
失
望
の
声
が

高
ま

っ
て
い
る
。

組
織
の
問

題
も
あ
る
が
、

国
連
は
国
際

平
和
と
安
全
の
維
持
に
は
不

可
欠
な
機
蘭
だ
と
私
は
考
え

て
い
る
。

国
連
を
動
か
す
の

は
私
た
ち
自
身
。

国
連
や
圏

際
政
治
学
の
専
門
家
の

一
人

と
し
て
、

そ
ん
な
思
い
を
今

度
は
高
校
生
に
伝
え
た
い
。

（ほ
し
の
。
と
し
や
＝
大
阪

大
学
教
授
）
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◇
多
国
間
の
会
議
外
交
を
通
じ
、国

際
問
題
や
交
渉
術
学
ぶ
◇

星

野

　

俊

也

大
使
捜
の
学
生
が
活
発
に
議
論
す
る

会
議
の

一
幕

あ
る
。

▼
　
▽
　
▼

日
本
で
は
韓
年
か
ら

現
在
、

こ
の
活
動
は
世
界

に
広
が
り
、

各
国
で
大
き
な

大
会
が
催
さ
れ
る
ま
で
に
な

っ
て
い
る
。

米
国
で
は
毎
年

書
、

約
一一干

人
が
集
書
や
室

米
大
会
が
開
か
れ
、

初
日
の

会
合
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国

連
本
部
内
の
総
会
場
で
の
開

会
式
を
は
じ
め
、

実
際
の
会

留
学
先
の
米
国
の
大
学
だ

っ

た
。

発
書
権
の
確
保
に
始
ま

り
、

決
議
草
案
や
修
正
案
の

書
き
方
、

提
出
の
タ
イ
ミ
ン

グ
、

議
事
進
行
の
ル
ー

ル
な

ど
国
際
会
議
の
極
意
や
襲
技

を
熱
知
し
た
学
生
が
「
大
使
」


